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白粒発生のメカニズム

白未熟粒は、出穂期直後か
ら高温による影響を受けて、
玄米デンプン顆粒の蓄積が不
足して、光の乱反射により白
濁してみえる現象です。白未
熟粒は白濁する部位によって
乳白粒、心白粒、腹白粒等に
分類されます。
これらは、登熟初期～中期
に異常高温に遭うことで、光
合成能力が低下し、葉から玄
米へのデンプン蓄積が不完全
になります。玄米へのデンプ
ン蓄積が不完全な部分は透明
化せず、光の乱反射により白
く見えるようになります。そ
の後、登熟後期にデンプン蓄
積が回復すると周辺部が透明化し、デンプン蓄積が不完全な一部が乳白色の白粒の発生となります。
簡単に言うと「玄米のデンプンの“つまり”が悪い」ことから発生するのです。

対策１（高温対策）
白粒発生はいずれも出穂初中期の高温条件により発生します。夏期の高温を制御することはできま
せんが、高温が予想される場合に事前に対策をすることで被害を軽減させることができます。
高温条件下では、水と養分を切らさずに、葉の光合成機能を低下させないことが最重要ポイントと
なります。特に出穂後２０日間の平均気温が２６℃以上の時に発生しやすいため、用水が十分確保できる
場合はかけ流しかん水を、十分確保できない場合は夜間入水を行い水田並びに稲体を冷やす水管理を
行い、水ストレスを軽減させます。
また、同様に黒点症状米（通称：クサビ米）や胴割米も夏期・登熟期の高温年に多いことから、こ
れまでの白粒対策と同様の対策により、被害を軽減させることができます。

参考：秋田県立大生物資源科学部教授金田吉弘、「高温条件下における品質向上のための栽培管理」より

対策２（土壌改良資材による対策）
稲は窒素よりもケイ酸を多く吸収する植物で、稲体の１０％以上はケイ酸でできています。ケイ酸は
灌漑用水中や稲ワラのすき込みによっても還元・吸収できますが、溶出する部分が多く、殆どのほ場
ではケイ酸不足になっています。施用することの効果としては稲体が健全となることで、倒伏に強く
なるだけでなく、いもち病などの病害の抵抗性や白粒化を防ぐ効果が期待できますので、高品質・安
定生産には積極的にケイ酸を含む土壌改良資材の施用が欠かせません。

� ケイ酸を含む資材（土壌改良材）を紹介します。

※１ 上記資材はケイ酸の他、リン酸・苦土・アルカ
リ分等の成分が含まれています。

※２ 土改材の施用につきましては各営農センター稲
作担当までご相談ください。
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作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作 況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況 のののののののののののののののののののの 概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概 要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
平成２４年１０月３０日に東北農政局秋田地域センターが公表した「平成２４年産水稲の作付面
積及び予想収穫量（１０月１５日現在）（秋田）」によると、秋田県の１０ａ当たり予想収量は５７３
㎏で、作況指数は「１００」が見込まれます。また、県南部の１０ａ当たり予想収量は５８２㎏で、
作況指数は「１００」が見込まれます。
仙北地域振興局農業振興普及課の水稲定点調査結果によると、本年の作柄は、穂数は多
いものの（平年比１０４％）、一穂粒数が少ないため（平年比１０４％）、総籾数は少なくなって
います（平年比９６％）。また、登熟歩合（平年差＋２．６ポイント）、千粒重（平年比１０１％）
がやや高かったことから、１０ａ当たり玄米収量は平年並みの５７５㎏／１０ａ（平年比１０１％）
となっています。
※今年の生育概況＆検査概況を次ページに掲載しておりますので、ご覧下さい。
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商 品 名 ケイ酸含有量
（２０㎏当たり）

１０ａあたり施要
量の目安（基肥）

おばこロマン大地 １５％ ６０～８０㎏

けい酸加里 ３４％ ４０～６０㎏

ＰＫ化成４０号 ２０％ ２０～４０㎏

ケイサンエース １８％ ８０～１６０㎏
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平成２４年産米の１１月１２日現在の集荷状況は１，３１１，１４２．７俵です。今年の１等米比率は９３．６％

と昨年に比べるとやや低下しています（表１）。落等理由（全品種）の内訳を見ると、一番多
いのは充実度不足（４１％）、続いて心白・腹白（３３％）、カメ
ムシ被害（１９％）となっています。
これら理由としては、今年度は気温が高く推移したことで、

高温登熟で粒張りが悪く、白粒化が進んだこと、斑点米カメ
ムシの活動が活発になったことから低下したと考えられます。
※次ページにはあきたこまち・ゆめおばこの２品種をピッ
クアップし、落等理由等を考えます。

春作業は遅めのスタート

春先の融雪の遅れや４月３、４日の強風被害の影響から、
春作業は全般的に遅れ、播種盛期は平年より３日遅い４月２６
日でした。
育苗期間中は、５月３半旬は低気圧や気圧の谷の影響で最
高気温が低かったものの、概ね高温傾向となりました。換気
を十分に行った育苗ハウスが多く、苗質は並であったと見ら
れます。出芽期にあたる４月末、５月初旬に夏日になった日
があり、高温による出芽不良等が散見されました。
田植盛期は平年より４日遅い５月２５日でした。田植時期は
好天に恵まれ、活着も良好でした。

短桿で茎数多い草姿

田植は遅れたものの、好天に恵まれ、生育は順調でした。
特に６月６半旬の気温日較差の大きい気象により、分げつが
旺盛となりました。幼穂形成期の草丈は短く、茎数は多い草
姿でした。葉色はほ場間差が大きく、葉色が低下したほ場の
多くで減数分裂期を中心とした穂肥が実施されました。
出穂期は８月４日で平年並みでした。

登熟期の高温傾向により早まった刈り取り

出穂期以降の天候は概ね高温多照少雨傾向で経過したため
登熟が早まり、刈取始期は平年より６日早い９月１６日、刈取
盛期は平年より３日早い９月２７日となりました。
生育期間からの少雨傾向により、一部地域では用水不足と
なり干ばつ被害が見られました。

水稲定点調査結果
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今年度の検査概況（２ページ）から、あきたこまち・ゆめおばこの落等について考えます。

落等理由トップ３（品種：あきたこまち・ゆめおばこ）

前ページのように全品種では充実度不足による落等が多くなっていますが、品種ごとの落等
理由では上記のようになっています。
あきたこまちは、斑点米カメムシ類被害による落等が最も多く、次いで充実度不足、腹白粒

による落等割合が多くなっています。
ゆめおばこは、心白粒・腹白粒による落等がほとんどを占め、次いで充実度不足による落等

割合が多くなっています。
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秋田県で被害を及ぼす斑点米カメムシはアカヒゲホソミドリカス

ミカメがほとんどでしたが、近年はアカスジカスミカメの発生が優
先しています。
アカスジカスミカメの発生生態としてはイネ科雑草の穎花内で卵

で越冬し、年３～５回発生します。（アカヒゲより１～２週間程度
遅れて発生します。）
水田外の餌がなくなるなど生育環境が悪化すると移動を開始し、

これが水稲の出穂期～登熟期間に重なると、水田内に侵入・加害し
ます。侵入成虫による加害が主で、登熟前半だと頂部斑点米を、登
熟後半だと側部斑点米を発生させます。
また水稲の出穂に関係なく水田内にホタルイ類のカヤツリグサ科

雑草やノビエなどが多発していると、その雑草の穂に誘引され産卵
・増殖し、増殖した幼虫は水田内に留まり、水稲の穂を加害します。

� 対策としては…
① 出穂１０～１５日前まで、農道や畦畔、休耕田等の草刈りを徹底し、その後収穫２週間前ま
では草刈りをしない（ほ場内に侵入させない）。
② 水田内にホタルイ類等のカヤツリグサ科雑草やノビエが多発すると、アカスジの侵入を
助長するため、本田内の除草を徹底する。
③ アカスジの発生時期が遅いことから、必要に応じて追加防除を行う。

� 防除サイクル（一例）

あきたこまち（％）
―――――――――――――――
１位 部分カメムシ類（３４．８％）
２位 充実度不足（２６．３％）
３位 腹白粒（９．３％）
―――――――――――――――

ゆめおばこ（％）
―――――――――――――――
１位 心白粒（３６．５％）
２位 腹白粒（３４．７％）
３位 充実度不足（１６．３％）
―――――――――――――――

ラウンドアップマックスロード
畦畔秋散布による雑草密度の
低下（同時に春作業の省力化）

出穂期前の草刈りを必ず実施
（一斉草刈りデー）

ほ場内外の雑草の発生状況を
確認し、除草を行う

一斉防除及び追加防除
※畦畔を含めて行う

アカヒゲホソミドリカスミカメ

アカスジカスミカメ

項 目 穂 数
本／㎡

１穂着粒数
粒／穂

総籾数
粒／㎡

登熟歩合
％

千粒重
ｇ

玄米重
㎏

本年値 ４５１ ６５ ２９，１３８ ９０．４ ２２．６ ５７５

平年値 ４３２ ７０．８ ３０，４７１ ８７．８ ２２．３ ５７１
平年比（％±） １０４％ ９２％ ９６％ ＋２．６％ １０１％ １０１％

地区名 一等米比率（％）
大 曲 ９１．４
協 和 ９０．３
西 仙 北 ９０．２
神 岡 ９５．４
南 外 ９５．８
仙 北 ９３．１
千 畑 ９９．０
中 仙 ９２．９
太 田 ９８．５
角 館 ８９．５
西 木 ８７．７
田 沢 湖 ９３．５
仙 南 ９３．４
六 郷 ９６．４
全 体 ９３．６

表１ ＪＡ秋田おばこ管内
１等米比率比較表（１１月１２日）

図１ 平成２４年産米 検査格付け理由割合


